
（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
七
条

第
五
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
（
第
十
条
第
三
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
試
験
及
び
指
定
試
験
機

関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
中
「
別
記
様
式
第
一
号
の
七
」
と
あ
る
の
は
「
別
記

様
式
第
十
五
号
」
と
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
試
験
受
験
申
込
書
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
業
務
主
任
者
試
験
受
験

申
込
書
」
と
、
第
九
条
中
「
法
第
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

条
第
一
項
」
と
、
第
十
条
第
一
項
中
「
法
第
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
二
項
」
と
、

同
項
第
二
号
中
「
法
第
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
一
項
」
と
、
第
十
二
条
中
「
法
第

十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第

十
三
条
第
一
項
中
「
法
第
十
四
条
第
一
項
前
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
四
条
第
一
項
前
段
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
四
条
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
一
項
後
段
」
と
、
第
十
四
条
第
一
項
中
「
法
第
十
五
条
第
一
項

前
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
」
と
、
同
条
第

二
項
中
「
法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五

条
第
一
項
後
段
」
と
、
第
十
五
条
中
「
法
第
十
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
試
験
委
員
」と
あ
る
の
は「
管

理
業
務
主
任
者
試
験
委
員
」
と
、
第
十
六
条
中
「
法
第
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十

四
条
各
号
」
と
、
第
十
七
条
中
「
法
第
十
六
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
六
条
第
三
項
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
法
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十

八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
九
条
第
二
項
」
と
あ
る

の
は
「
法
第
五
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項

中
「
法
第
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
」
と
、
第
二
十

二
条
中
「
法
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
二

条
第
二
項
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
六
号
」
と
、
第
二
十
三
条
中
「
法
第
二

十
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
第
一
項
」
と
、

第
二
十
四
条
中
「
法
第
二
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三

条
」
と
、「
法
第
二
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
」と
、

「
法
第
二
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二

項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
七
条

第
五
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
（
第
十
条
第
三
項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
試
験
及
び
指
定
試
験
機

関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式

第
十
五
号
」
と
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
試
験
受
験
申
込
書
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
業
務
主
任
者
試
験
受
験
申
込

書
」
と
、
第
九
条
中
「
法
第
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第

一
項
」
と
、
第
十
条
第
一
項
中
「
法
第
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項

第
二
号
中
「
法
第
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
一
項
」
と
、
第
十
二
条
中
「
法
第
十
三

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
十
三

条
第
一
項
中
「
法
第
十
四
条
第
一
項
前
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
四
条
第
一
項
前
段
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
四
条
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
一
項
後
段
」
と
、
第
十
四
条
第
一
項
中「
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
一
項
前
段
」
と
、
同
条
第
二
項
中

「
法
第
十
五
条
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
一

項
後
段
」
と
、
第
十
五
条
中
「
法
第
十
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
十
五
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
五
号
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
試
験
委
員
」
と
あ
る
の
は
「
管
理
業

務
主
任
者
試
験
委
員
」
と
、
第
十
六
条
中
「
法
第
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条

各
号
」
と
、
第
十
七
条
中
「
法
第
十
六
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
六
条
第
三
項
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
法
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
五
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
二
項
」
と
、第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中「
法

第
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
」
と
、
第
二
十
二
条
中

「
法
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
二
条
第
二

項
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
六
号
」
と
、
第
二
十
三
条
中
「
法
第
二
十
三
条

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十

四
条
中
「
法
第
二
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
」と
、

「
法
第
二
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
」
と
、「
法
第

二
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
）

（
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
）

第
八
十
二
条

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

第
八
十
二
条

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。

一

新
た
に
建
設
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
分
譲
し
た
場
合

当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
独

立
部
分
（
区
分
所
有
法
第
一
条
に
規
定
す
る
建
物
の
部
分
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
引
渡
し
の
日

の
う
ち
最
も
早
い
日
か
ら
一
年

一

新
た
に
建
設
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
分
譲
し
た
場
合

当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
独

立
部
分
（
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る

建
物
の
部
分
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
引
渡
し
の
日
の
う
ち
最
も
早
い
日
か
ら
一
年

二

既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
権
の
全
部
を
一
又
は
複
数
の
者
が
買
い
取
り
、
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
を
分

譲
し
た
場
合

当
該
買
取
り
後
に
お
け
る
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
独
立
部
分
の
引
渡

し
の
日
の
う
ち
最
も
早
い
日
か
ら
一
年

二

既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
権
の
全
部
を
一
又
は
複
数
の
者
が
買
い
取
り
、
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
を
分

譲
し
た
場
合

当
該
買
取
り
後
に
お
け
る
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
独
立
部
分
の
引
渡

し
の
日
の
う
ち
最
も
早
い
日
か
ら
一
年

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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